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PADI eラーニングをご購入いただき、誠にありがとうございます。

eラーニングをお使いいただくには登録が必要です。ここでは、スムーズに登録

が完了するよう、手順をご説明します。

ご不明な点がございましたら、担当ショップ/インストラクターまでお問合せ下さい。



1.お客様に送信されるメール

• インストラクターがお客様を登録すると、右のメールが
届きます。

• 送信元はpadi@padidiver.com です。迷惑メールと判断
されないよう予め受信設定してください。

• 「コードを使う」（①）をクリックして登録サイトにアクセス
して登録を開始します。

• 2箇所の赤丸印のところには、お送りしたお客様名と、
お客様に送ったコードが記載されています。



2.コードの交換

• 最初は英語のページが表示されますので、右上のＥｎｇｌｉｓｈ（①）でJAPANESE（日本語）を選択します。

• 日本語なったら、登録（②）を押し、次へ進みます。

• 青枠（③）はすでにアカウントを持っている方がログインする際に使います。

日本語表示

①

③

②



3. 登録（お名前・ＩＤ・ＰＡＳＳなど）

• 右の赤枠（①）が新規登録部分です。

• お名前をアルファベットで入力してください。

日本人名の場合、ミドルネームのイニシャルは不要です。

• 青枠（②）の生年月日と性別は、矢印を押すと選択ができます。

• 赤枠（③）ここで登録するＥメールアドレスがお客様のIDとなります。

※（登録者ごとに別々のＥメールアドレスが必要です。）

• パスワードは忘れないようにお願い致します。

忘れてしまった場合、前ページの【パスワードを忘れたら？】から、

ご自身でパスワードをリセットし、再度パスワード登録をします。

• （重要）一番下の「登録する」（④）を押した時点でアカウントが登録されます。

その後、何らかの理由で登録作業を中断した場合で再度登録する場合、

すでにアカウント登録されていますので青枠（③）で登録したメールアドレスと

パスワードを前ページの【サインイン】に入れログインし、続けてください。

①

②

③

Taro

Yamada

※日本人名では不要です

④



4.規約の同意

• 前頁の入力が終わると消費者プライバシー・ポリシーの

同意画面となります。

• 良くお読みいただき、同意いただけましたら、チェックボッ

クスにチェックを入れ「承認する」を押し次へ進んでくださ

い。



5. 住所の登録

• （重要）

「住所１」は必須です。入らない場合「住所２」もご使用ください。

Ｃカード等の郵便物が届くように漢字で、都道府県名、市町村名、番地、

建物、部屋番号まで正確にご入力ください。

• 「市区町村」欄には再度ローマ字でお住まいの市町村名をご入力下さい。

※外国にお住いの方は、すべてアルファベットにてご入力ください。

ローマ字の市区町村/国/都道府県は登録上のデータ処理のための

項目です。

「住所１」と重複しますが別途ローマ字にてご入力ください。

• 郵便番号は半角で入力して下さい。

• すべての入力が終了したら、「更新」ボタンを押し、次へお進みください。



6.マイ・コースのページ

• 購入したコースが表示されます。

同じアカウントで購入したコースが他にもある場合は

一覧で表示されます。

• 「個人アカウント情報の印刷」（①）をクリックすると右上（②）の

情報が表示されます。このページでいつでも確認できますが、

お問い合わせ時のために控えておくと便利です。

• 「コースを表示する」 （③）をクリックすると次ページに進みます。

• 青枠については、別途追加でコースを購入し、アクセスコードを

お持ちの場合は、こちらからすぐに追加登録できます。

この場合、【アクセスコード】へご入力ください。

注）あくまでも使用されるご本人の物を入れてください。

ユーザーの違う（同時にお申込された別の人）のアクセス

コード入れると、その方がご利用できなくなります。

ご注意ください。

①③

②



7.コース教材（認定パック）ページ

• 購入したコースが説明が表示されます。

良くお読みになり、指示に従い進めてください。

• 「START ELEARNING NOW」（①）をクリックしてください。実際のｅ‐ラー

ニングでの講習を進めるメインページへリンクします。

• 「Ｅトレーニング・ダイブ・ログ」 内のリンク（②・③）をクリックすると

【PADI ScubaEarth】のマイページへ飛び、デジタルでのダイブログの

保存、所有器材の管理画面、各国のダイブサイト情を見たり等々が

あり、世界のＰＡＤＩダイバーともコミュニケーションも取れるＳＮＳサ

イトへ繋がります。

※すべて英語での表記のサイトとなります。

実際に、コースを受講するに当たっては、使用しなくても問題あり

ません。

①

③

②



ご不明な点がございましたら、担当ショップ/インストラクターまでお問合せ下さい。
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